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Mill 

が
蘇
將
爛
に
狂
ら
しC

a
r
l
y
l
e

へ
溯
々
の
#
物
‘を
送
っ 

め
所
、
辣

に"- Arthur 

Conlngsby 
ニ

が

。arlyle 

の 

;典
#
を
ま
さ
、
遂
に
其
著
者
を
す
ら
覺
^
^
さ̂
せ
た
が
、 

C
a
r
l
y
l
e

ミ

John 

Sterlbg:
ビ
の
交
際
は
此
處
に
始
ま

つ
た
.を一:

ム
ふM

i
l
l

の
話
が
載
せ
て
め
る
丈
け
で
め
る
。
 

(ibid‘，
1
6
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k

，い
.
t六
月
十
六
日
附
ガ
旧
記
に
：依
れ
ば
>
,
此
の
口 

F
o
x

，女
史
は
、
か
のT

e
m
p
l
e

 

IBar 

K
於
て
最
近
併
大 

柳
ょ
レ
歸
朝
ム
たJohn 

Sterling

に
會
し
た
の
で
、 

厕
人
ぜ
禅
*
う
て
、

Guidone, 
ニ
"

ご
：

A
t
h
e
l
w
o
l
d

ン 

.トT
h
o
m
d
a
l
e
)

ご
ょGranvenhurst」

ぐ
等
の
著
者
ね
る

W
i
m
a
m

 

S
m
i
t
h

ン
訪
叫
し
ね
。
夫
れ
よ

.

Os 

S
m
i
t
h

の 

.葉
内
に
て
、Je

r
u
s
a
l
e
m

の
歯
堂
を
模
傲
し
た
☆
風
な
御 

堂
武
士
め
會
堂
な
デC

hurch 

of the Templars)

を
見 

-

物
す
：る
中
た
、一

行
：̂
. 

J
0
¥ 

J
l
i
U

兄
弟
に
* 

し
ね
。

て
フ
す
'タ

タ

ス

ホ

史

ヨ

ン

.

.
ス
チ
ユ
ア

I
ト
？
々
ル
第
六
號 

1
5

I

同
は
韻
々
方
々
を
巡
週
し
な
が
ら
、
侨
为
利
の
思
想 

に
.⑩
て
..物
語
ゥ
た
 ̂S

t
e
r
l
i
n
g

の
確
信
す
る
所
は
、
緒 

局

A
n

某

0. All

營

d

ナC
o
r
r
e
g
g
i
o

が
眞
の
#
家
で 

あ
る
ご
謂
ふ
®
-に
在
る
。
即
ち
獨
タC

o
r
r
e
g
g
i
o

の
み 

が
、
不
可
能
な
こ
を
を
成
就
し
た
の
で
ぁ
つ
て
、
他
の 

養
は
何
れ
も
，
多
少
有
望
な
試
圖
を
企
て
た
の
に
外
な 

ら
セ
い
か
ら
で
あ
る
。Sterling

は
日
ぐ
、

「R
a
p
h
a
e
l

は
、
詣
君
が
悟
性
に
移
し
収
る
こ
.、
の 

出
来
る
も
の
ャ
ぁ
る
。
併
し
純
輪
な
る
感
情
ゆ
其
美
嚴 

ン
於
て
新
た
に
振
み
岀
す
た
め
に
は

，'
 
諸
君
は
常
に 

C
o
r
r
e
g
g
i
o

に
立
ち
歸
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
し
ぜ
'

-

鼓

に

於

てM
i
l
l

は
、
物
静
か
に
語
る
や
ぅ
、「

今 

S
t
e
r
H
i
i
g

の
云
つ
た
こ
t
一
に
依
\

私
の
見
解
は
非
常 

に
灘
識
さ
れ
る
。
嘗
’飞
私
^
、
.

C
o
r
r
e
g
g
i
o

に
就
て
は 

同
様
の
確
®
を
持
，つ
て
.居
た」

t
 

同
は
彼
方
此
方 

'ビ
見
物
し
な
が
ら
、或
，は
往
時
の
武
士
道
を
想，：_

出
し
、
 

或
は
宗
敎
的
信
仰
を
論
じ
て
別
れ
た
.
最

後

にM
W

は

、

ま

X

 :

女
史
！̂
向C

V

て

：彼
の
，r

論
理
學
賴
系」

が
目

.：

下
I印
刷
中
で
あ
る
由
.を
.語
ジ
た
が
：>
,特
に
‘彼
は
、
其
.

が
瑕
味
あ
る
も
の̂
：ぜ
し
て
i 

L
v\
^
、
寧

ろ

知

識

に

依

て 

の
：み

測

解

し
.招
る
も
の
ヤ
あ
る
ご
，注
意
し
た
。；
郎
ち
彼 

掉
、：
彼
：の
指
定
す
る
か
外
の
章
句
を
‘決
し
て
讀
む
可
ら
へ 

す

を

：女

史

に

豫

，吿
：
し

れ

の

で

め

る

。

.Mill.

ぱ
其
理-

S

を
.

說

て

日

く

、「

貴
女
は
：.Q^

^
l
w
a
l
i

に
居
使
す
を
の‘I

锁
山
に
關
す
る
書
物
：を
識
む
位
の
氣
組
.に
な
る
か，1

 

も
知
れ
な
い7

^
"
"

叉
所
謂
友
精
，を
荷
厄
介
に
す
る
か
も
一 

知
れ
な
い
が
ら
で
*

る」

だ
。(ib

i
d
.
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p
p
.
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、：

右
.の
.旧
記
を
以
て-F

o
x

 -

女
史
が
偷
敦
滞
在
ゆ.Millj 

に
關
し
て
叙
述
し
力
所
は
絶
ら
で
あ
0
併
し
此
か
即 

あi
A
s
l
I

年
女
史
が
$
敦
滞
在
の
湖
間
は
> 
凡
そ
ニ
ふI

 

ヶ
政
に
及
，び
,
七
：̂
;十11

日
附
の
n
記
ょ
々

F
a
l
m
o
L
K

 

^
 

t
h

に
て
0

め
て
あ
る
。
以
下
此
年
に
媒
十1

1

月j
1

十
二 

R
を
除
い
て
、
，

s
i
n
’

，に
關
す
ろi

i

述
が
'
 1

H
P
も
見
常
ら 

即
ち
十
二 

十1

1旧

附

の

日

記

，
に

は

、

John.

第
十
七
.举

(

九
..ニ’七
‘V
.
.雜

錄

：
力n

リ
ン•

フ
す
ク5̂

M
j

u
'

ょ
り
女
史
の
兄
ダ

Q
b
.
e
r
t
‘ 

B
a

r
c

l
a

y

に

宛

ね

手

紙
 

'
の

要it

が
®
し

て

あ

る

。

之
，
に

依

れ

ば

，
"

個

人

的

再

生
 

(
r
e
g
e
n
e
r
a
t
i
o
n
)

は
社
會
の
進
步
に
先
ん
じ
な
け
れ
ば
な
.
 

ら
ぬ
ご
、

§
1
1

は
確
信
す
る
に
至
.
^
>
而
し
て
他
人 

，
の

努

作

に

確

賞

t
t定
限
性
を
與
へ
る
，た

め

彼
 

I
'得
る
.最

善

，
の

仕

事

，は

唯

だ

彼

の

r

論
域
學
體
系」
を
完 

成
す
る
に
在
る
の
み
ゼ
、
何
時
し
か
彼
は
覺
る
や
ぅ
に 

な
つ
た
と
云
ふ
义i

b
i
d
.
,
,

 

P
,

 

I
7

4
i

 

.

十1
}

纖
.い
：て1,

八
四
s
年
め
‘'日

記

を

.見

る
ビ

r 

S
月
九
：

n. 

.に
始
め
て
左
の
如
く 

M
i
l
l

に
關
說
し
た
所
が
あ
S
O
I 

此
日John 

Sterling

が

F
o
x

女
史
を
訪
ね
た
も§

 

を
察
せ
ら
れ
る
。
卯
ち

「
J. 

S. 

I

の『

論
理
學
體
系1:

が
咋
八
日
に
屈
い 

た
。
私
は
、
自
ま
ど
必
然
.に
關
す
る
章(of 

Liberty 

s
d Necessity) 

I

即
ち
筋
四
.編
.『

精
神
科
學
の
論
：
 

理
に
就
.て
，

』
(

S the 

l
q
^
c

 

of the 

M
oral 

s
d
e
n
p
e
s
) .
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女
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ク
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ア
I
ト
，
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雜
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七
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九
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雑

錄

フ

す

ク
ス

女
史

ジ

ン
0
フ、

チ
U.

ア
I

第
-:

ハ.
^

!
1

六

園

の
號
！一
章

-
を̂
讀
ん
だ
> John 

Sterling

は
、
彼
K

M
i
l
l

の
心
情
中
に
認
め
ね
所
の
漸
次
的
發
凰
に
就
て
話 

し
た
。
W

ち
视
在
の
；Mi

l
l
:

は

、
，
眞

理

て

ぅ

軍

隊

の

一 

兵

§̂-た

る

至

高

の

：光

榮

，の

た

め

に

、

.有
力
な
る
，J 

.圓

體 

に
於
け
る
萬
人
娘
知
の
首
額
だ
る
地
位
を
犧
牲
に
供
べ

'ふ
て
、
彼
等
が
：彼
等
自
身9

意
識
に
，於
て
毫
も
答
ベ
ら 

れ
な
い
所
の
、
人
間
性
；に
：於
け
る
成
®
の
要
素
、
例
べ 

は
敬
虔
の
如
き
も
の
/
存̂
在
す
る
こVJ

を
信
じ
さ
せ
る 

の
で
あ
る
ご
云
.ふ」

'VJb(op, 

cit., 

p, 

1
7
0

ン

、
次
に
二
！月
二
十
四
H
附
の
0
記
を
H
ル

る

此

H
： 

J.

し

而
し
て
假
令
最
近
に
於
け
る
彼
の
門
下
が
如
何
涯
.s

i
n
g

が

F
o
x

女
史
を
訪
れ
て
、
彼
が
偷
.敦
撤
；4
^

辯
護
す
る
に
し
て
も
、
觅
に
角M

i
i
r

は
、虛
偽
の
强
太 

な
る
は
.據

地

を

悉

皆

奪

，収

せ

ん

す

ど

準

傭

し

て

居

る

の 

で
あ
る
。
從
來
.Mn

r

は
>
政
治
學
ビ
社
愈
制
度
ざ
が 

事

で

あ

る(politics 

an

ユ
ぜdal 

Instltutioos 
are 

everything) 

W

云

ふ

信

仰

に

養

は

れ

て

段

れ

が

*
^
次

讓 

じ
此
外
界
的
存
在
ょ
レ
觸
放
さ
れ
る
：に
至
ね
、
而
し
て 

今
や
明
か
に
、
個
人
的
改
善
が
社
會
進
步
の
$
碰
で
あ
'
 

ら
ね
ぱ
な
ら
ぬ
ご
云
ふ
，こ
ご
を
感
じ
て
吾
る
の
で
あ 

る
9 (

以
上t

r

お

ら

i

l
が
所
謂
ぺ
ン
デ
ム
主
義
ょ 

^
脱
却
し
た
こ
，
ぶ

を指
す
の
で
め
る
0) 

Sterling

の
考 

へ
に
依
れ
ぱ
"M

m

のr

論
理
學
體
系』

は
或
者
を
誘

中
知
れ
る
灰
人
に
就
て
話
し
ね
"
其
中
に
於
て
彼
は
、
 

J"obn Frederick Denison 

Maurice 

に
■
故
し
、
更 

R J, 

S. 

M
i
l
l

に
論
及
し
て
居
る
。
即
ちM

a
u
r
i
c
e

に 

依
れ
ば
，

.
M
m
,

の
著
書
の
缺
點

は
、
唯
だ
諧
命
题
の
論 

理
學(a Logic 

o
f propositions〕

を

就

み

‘た

に

過

ぎ

な 

い
、
從
で
實
體
論
者(ontologists)

に

®

し

て

諧

觀

念 

の
.ょ
.

0

高
さ
論
理
學(the b.gber 

L
o
g

ドof Ideas)

を 

殘
し
て
あ
る
こ
ご
に
な
る
€
云
ふ
。
併
し
是
れ
は
公
平 

な
る
批
判
な
り
K 

S
t
e
r
l
i
n
g

の
思
考
せ
ざ
る
所
で
あ 

る
。
何
故
€
云
ふ
に
偉
大
な
る
多
數
の
賞
體
論
者
は
，

1

人
も
、
斯
る
論
理
學
の
最
小
な
る
槪
案
す
ら
、
今
迄

に
吾
々
に
與
へ
な
か
-つ
ね
か
ら
で
あ
る
。
但
しHegel 

の
箸
#
は
、
此
目
的
に
差
向
け
ら
れ
な
■い
.
で

も

な

い

云 

々
。0
襄

，P. 
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.

,

...是
れ
ょ
ね
暫
ら
く
女
*
の
日
記
に
は
"
.

M
i
l
l

に
關
說 

し
所
が
な
い
。
飛

ん

十

月

.

1
1
1
+

日

附め
！！：

記

を

見 

る
に
> 
此
日
は
偷
敦
ビ
認
め
て
あ
る
か
ら
、
’旣
じ
此
雨 

日
前
に
偷
敦
へ
出
掛
け
た
の
，に
，相
違
な
い
。
併
し
原 

本
に
十
月】

一
十
四
日
乃
至
：

1

一
十
九
ボ
の
；日31

が
®
略
さ 

れ
て
あ
る
故
、
女
史
の
倫
敦
訪
間
は
何
日
で
あ
つ
た
か 

知
る
由
が
な
い
。
此
日F

o
x

女
史
は
、J

o
h
n

 Sterling 

及
び
：John 

M
i
l
l

の
妹 H

a
r
r
i
e
t

 

共
に
/ O

w
e
n

 

敎 

授
を
訪
問
.
て̂
、觸
タ
の
問
週
を
論
じ
れ
が
、J. SVMill 

に
關
す
る
所
が
な
い
か
'
较̂
に
は
：省
略
す
る
。
斑
にig： 

今
度
の
愉
敦
訪
問
に
於
て：M

i
l
l
r
p
o
x

雨
氏
の
對
談
の. 

あ
b

し
や
否
や
、
全
然
不
明
で
あ
.

も
0 (ibid., 

P
.

 

1
8
5
)

 

右
が
、J

八
®
三
年
に
於
け
るF

o
x

女
&
の
日
記 

に
®
は
れ
た
所
で
あ
る
。
翌1

八
四
四
年
の
日
記
を
見

る
に
パ
.五
月
！
一
十
五
日
女
史
は
倫
敦
を
訪
間
し
力
の
で 

あ
る
。
此

日S
t
r
a
n
d

 

i
f

於
て
女
史
は
、J

o
h
n

 

M
i
l
l

に 

.出
遭C
V

た
。
雨
人
は
暫
ら
く

，

National 
G
a
llery

‘
に 

あ
る
伊4

4

利
の
盡
家F

r
a
n
c
e
s
c
o

 

R
a
i
b
o
H
n
i

の
乍
品 

や
、D

u
l
w
i
c
h

 

Gallery 

に
あ
る
.併

，

利

の

，®

家

 
G
u
i
d
o

 
:
;
R
s
i

の
作
品
等
に
就
て
，面
白
く
立
詰
を
し
た
。Mill
は
、 

前
者

即

ち

F
r
a
n
c
e
s
c
?

に
就
て
彼
の
生
硬
無
生
氣
な 

る

流

儀

を

宽

恕

し

得

す

.、

」

文

後

者

即

ち

G
u
i
d
o

に
就 

て

S
t
e
r
l
i
n
g

の

批

評，̂

當V

す

る

云
つ
た
。

俳
 

-

し

同

じ

く

伊★
，利

のS
家

Carlo 

D
o
l
d

の

作

品

に

就 

て

は
、M

i
n

 

S
t
e
r
H
n
g

の

覓

解

に全
然

赞

同

すA 

の

で

あ

る

ざ云
ふTibid., 

p. 
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;
斯
く
一 

八
四
四
年
の
日
記
を
繰
る
に
、
.
1
^
1ロ1
に
關
す 

る
所
僅
か
に
右
の
五
月
二
十
五
日 

一
m
i
{け
.で
あ 

る
。
更
に
幾1

八
四
五
年
に
.於
て
は
、g

i
n

に
關
す
る 

こ
を
は
、

一

言
半
句
も
見
當
ら
な
5 
0
翌
々！

八
四
六 

年
の
日
記
に
入
る
に
、
此
年
五
ガ
十
七
日F

o
x

女
史

第

十

七

卷

(

九
三
九

)

0 

.後

フ

オ

ク

ク

ス女史
と
ク
a
ン
•
ス

チ

ア
I

ト

•
ミ

’レ

，第

‘
六

號 

j 
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九四け

)

雜
錄
，
ヵロ
リン
す

5S

グ 

は
、
偷
貌
に
f
tい
た
0
楚
れ
は
、

S
a
m
u

仏

Ijaurence 

に
货
像
を
描
て
賀
ふ
た
み
で
あ
ウ
れ
ゥ
\ 

,

Lallrence、
ざ

別

れ

て

、
，
歸

途

女

史

は

M
n
r

家
を
謝 

れ
で
非
常
に
欺
#
さ
れ
た
。John 

M
i
l
l

は
、
灰
史
が 

ほ
制
の
精
棘
に
於
て
被
等
を
訪
問
：せ
ら
れ
ん
と
ざ

を

吳j 

々
も
☆
き
じ
て
居
た
を
の
話
で
あ
る
.。(ibid., 

P
,
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-

因
に
此
m

ILaurence .

の
描
け
るF

o
x

女
史
の
肖i 

徽
は
、：-Mc

r
k
l
e
r
:
;

ポ
倾
劾
し
て
、
；女
史
遺
精
の
原
本
べ 

め
翁S

に
郁
げ
.か
が
て
み
る
。I

热

て

飛

ん

で

五

月

，二

ナ

シ

： 

九
！！：

女
®
ぱ
®
び
：
M
B 

.
家

を

訪

れ.み
。
.

J
o
h
n

 
§
11ぱ

>

物

邵

舉

者

J
pmes David. F

o
r
b
e
s

み

水

河̂
^̂

:

著
®
を

宋

て

.、
頗
る
.熟
：心
に
水
河
の
運
®
に
就
て
細L : 

-說
し
ね)

M
i
l
l

ぱ
> 
成
‘會
合
に
於
て
知
己
と
な
れ
る
.L 

ぱ
亡
& J

o
s
e
p
h

 

S
l
a
n
c
o

 

W
h
i
t
e

を
指
し
て
、
有
力 

家
に
は
非
ざ
る
.も
，
云
は
.

>

病
的
に
良
心
を
守
る
：底
の 

人
#

に
思
は
れ
た
ビ
語
つ
だ
。，

W
M
e
-

を
知
る
者
は
普
r 

. 

.彼
を
温
和
思
出
さV

を
を
得
な
か
つ
た
0 W

ざ
、け？
の

ス
女
此
と
ダ
3
ン
*
ス
チ
：？
プ
ー
ト
<
^
ミ

ャ

第
-:

ハ
明
 

1
1

八

，
全

性
質
は
、
夫
れ
程
に
温
順
で
あ
0
、

又

深

‘切

で

あ

つ 

た
。C

r
o
m
w
e
l
l

に
關
す
るM

i
l
l

の
意
見
は
、

に 

必
す
し
もC

a
r
l
y
l
e

ざ
同
じ
で
ぱ
な
い
。C

a
r
l
y
l
e

ほ
常 

，に
、C

r
o
m

ぎI
I

が
}
^
;當
な
. ̂W

能
明
す
る
に
努
め
て 

思
ろ
。C

a
r
l
y
l
e

は
S
.か
の
一
六
四
九
年
頃
於
け
ろ
赞 

-

蘭
の
虐
殺
に
正
當
の
理
由
*

0
ビ
主
張
す
る
こ
ご
が
出 

来
な
か
つ
た
。
.勿

输C
a
r
l
y
l
e

ご
雖
も
> C

r
o
m
w
e
l
l

が 

軍
紀
上
已
む
.
得̂
#

#
づ
た
こW

に
し
て
、
苦
し
さ
ぅ 

で
な
け
れ
ばC

r

び
！̂

住
ぱ
て
な
さ
な
か
つ
れ
で
あ
ら 

ぅ

ふ

乙

VJ.

お

分

-信
じ
て
發
た
の
で
あ
る
。
即
ち 

M
i
l

の

日

く「
C
a
r
l
y
l
e

は
今
日
迄
殆
んW

社
會
に
立 

入
ら
な
い
の
で
あ
る
。
何
‘故
：ざ
云
ふ
.に
彼
は
、
社
會
に 

於
け
る
福
利
を
知
ら
ず
、
又
社
食
、を
離
れ
て
事
を
な
す 

が
故
で
あ
る」

ご
。(ibid., 

pp. 

2
0
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0
7
)

右
を
以
てJ

先
づ
> F

O
X
‘

女
史
の
偷
敦
滞
在
中
の
！̂
: 

に
於
て
、M

i
l
l

に
關
說
ず
る
‘所
ぱ
終
る
。
此
年
六
、
 

七
の
ニ
ケ
月
に
百
！て
女
史
が
瑞
風
方
面
，へ
旅
行
し
た
こ

€
は
、
御
に
述
タ
た
所
で
あ
ろ
が
：

(

本
誌
一
！一

月
號
拙
稿 

一
九
七
一
九
<
嵐
參
照)

、八
月
十
二
日
附
め
日
記
は
再 

'び
女
史
が
偷
敦
に
：滞
在
せ
る
由
を
告
げ
て
居
る
。，併
し 

S

度
®
偷
敦
滞
在
ゆ
化
史
は
ごMill:;

ご
愈
見
し
た
る
や 

否
や
一
向
不
明
で
あ
る
。.
女
史
は
徹
敦
に
滞
在
す
.
こ 

ご
凡
そ
♦
月

に

し

て

、
-.九

巧

匆

々

F
a
l
m
o
u
t
h

に
し
义 

0
な
？
而
し
て
當
時
典
地
に
在
み
しL

l
o
y
d

 

W
士
に 

,腐
々
會
見
し
た
V 

,,
 

M

九
月
二
十
ニ 
0
の
日
記
R
依
れ
ばL
l
o
y
d

博
士
は
、
 

F
o
x

女
史
を
訪
問
し
だ
の
で
あ
る
。
博
士
は
、M

m

の 

「

論
珊
學
體
系」

を

b
u
b
n
n

大
學
に
於
て
當
時
講
述
紹 

介
レ
た
入
で
あ
る
。G

o
y
d

 

士
に
從
へ
ぱM

i
l
l

は
、 

他
の
何
人
よ
ら
も
多
ぐ
、F, 

B
a
c
o
n

 
:ビ等なる價
 

値
を
を
す
る
を
共
に
、
浪
釋
法
の
部
門
に
不
！2
^
^
-る
.所. 

が

あ

る

こ
"？；；

を

示

し

て

居

る
云
.ふ
0
,
.，.叩

ち
'
 Ba

c
o
n

は 

常

に

：
溯
つ
て
、
總
て
办
理S

を
諧
事
赏
に

求

め

た

：の

で 

あ
る
。
G
o
y

d

愤

士

は

白

由
意
志{F

r
e
e
-
w
i
i
n

に

韻

す

る

M
i
l
l

の
記
述
に
頗
る
奥
味
を
覺
え
て
、
或
人
が
疑 

ふ
所
の
自
由
意
志
に
於
け
る
弊
害
を
吟
咏
し
な
い
が
、

:
,併
し
世S

'

中
に
は
精
神
的
世
界
並
に
物
質
的
世
界
を
支 

配
す
るJ

定
の
法
則
が
あ
るVJ

云
ふ
，j

ご
を
以
て
、
.
一
 

事
賞
の
單
純
な
る
叙
述y/

考
へ
な
の
で
あ
る
。

(ibid.,

p
p
.
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此

日L
l
o
y
d

博
士
がM

i
l
l

に
關
し
て
語
ク
た
所
は 

右
に
.盡
る
d
共
に
、J

八
四
六
ポ
の
日
記
中
に
I
 

女あがに關說した所も亦終る。然らぱ翌
 

1

A
四

七

年

は

如

何

ざ

云

ふ

に

"
"
女

史

は

五

月

匆

々

偷 

敦
を
訪
問
レ
た
の
で
あ
る
が
、

一
度
もM

i
l
l

に

見
 

し
な
ヵ
ウ
た
ら
し
い
。..從

てM
n
i

に
關
す
る
記
述
は 

全

然

な

い

。

僅

か

に

五
！！：：

二

十

日Ca
r
l
y
l
e

夫
人
を
訪 

れ
た
際
の
膨
話
中
に
、
米
國
の
詩
人R

a
l
p
h

 

W
a
l
d
o

 

E
m
e
r
s
o
n

 

が

I

八
三
三
ギJ

o
h
n

 

Stuart 

g
i
l
l

の
紹
介 

狀
を
撒
へ
て
、
遙

々

C
a
r
l
y
l
e

を
®
格
蘭
のcrafgen- 

p
u
t
t
o
c
k

に
訪
ね
た
ヒ
云
ふ
こ
を
を
聞
い
た
マJ

記
し
て

m

第
十
七
卷(

九
四

m

錄

-フ
ォSv

ク
ス
女
史W

ク
ョ
ン
タ
ス
すH

ア
ー
ト
®
ミ

第
-:

ハ
艘

九



画

-

園

鎮
十
七
想(

九
四
ニ)

雜

0

ヵ
ロ
？̂
.シ
，>フ
ォ5,̂

タ

あ
る
に
過
ぎ
な
い
。(ibid, 

p. 

2
1
9
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其

後

十

二

.
月

三 

日
附
の
日
記
中
に
、
,Julius 

Charles H
a
r
e

が

John 

S
t
e
r
H
n
g

傳
執
擎
に
非
常
な
る
®
難
を
し
て
g
る
.、
併 

し
夫
れ
は.

.
M
i
n

や
•〔
srly.Ie

.の
，
た

め

に

細

大
.波

さ

や

，.、 

記
す
に
在
る
の
で
あ
る
が
、
：周
®
の
實
狀
ょ
ら
成
は
其I

公
表
を
餘
儀
な
く
3
れるらレいごいてある

。

メ

' 

-‘ 

■
, 

. 

'
 

o
b
F
V 22

；0

 
因
に 

H
a
r
e

 

は
、
翌

1

八
四
<
¥ J. 

,
 I

Sterling 
の
傳
記
を
附
し
た
ゾR

e
m
a
i
n
s

 of John Ster- 

\

l
i
a
g
-

を
公
に
し
た
o (cllambers.s 

B
i
o
g
r
a
p
h
i
c
a
l

-

Dictionary, 

p. 

4
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ン
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|

ツ
績
い
て一

八
四
<
年
の
日
記
^
見̂
る
に
、
二
月
ニ
.

Illy

に
は：

Clara Mill 

.ょ
ゎ
の
鲁
信
が
引
用
さ
れ
て
；

，1: 

あ
る
。
是
れ
は
、

S. ;
:
M
n
L

が

John 

S
t
e
r
H
n
g

傅

を

\

一
執
傘
す
る
ざ
聞
い
て
、
；：，

F
o
x

女
史
が
法
意
を
與
へ
た
の
.
：
 

に
對
す
る
返
事
で
あ
る
？C

l
a
r
a

は
日
ぐr

貴
女
んF

o
x

 

.
 

☆
史)

の

思

ふ

所

て

下

さ

い

0
さ
ぅ
し
て
貴
女 

の
な
し
得
る
總
て
の
潮
を
し
て
下
さ
い
。
失
れ
こ
そr

ス
女
史

W

ク3?

ン
•
ス
チH

ア
•
ト
ゃ
ミ
.
^
银
六
眺

 

！ 

ニ
0

^
(
J
Q

じII
Sterling }

を
は
榮
も
ら
し
め
る
も
の
で
す 

から

」
€
o(ibid, 
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一
 

八
四
八
ギ
は
以 

上
め

1

日に

®
.まる。

、

翌

I 

A
四
九
年
の
H
記
，を
見
る
に
、
女
史
は
五
月
末 

ょ
り
A
月
末
に
直
て
偷
敦
に
滞
在
し
わ
の
で
あ
る
が
、 

遂

にM
i
l
l

に
會
見
し
な
か
つ
た
も
の
€
擦
せ
ら
れ
る
， 

此
年
の
日
記
は
、
原
本
に
引
用
さ
れ
る
所
が
比
較
：

g

多 

い
け
れ
マ」

t
 

M
i
l
l

に
關
す
る
所
は
全
然
な
い
。

一
八 

五0

银
乃
，至一

八
五
四
ギ
の
日
記
"
*亦̂
然
り
。j 

五
年
五
月
七
日
.附
の
日
記
に
は
、

Clara 

§
1
1

宛
の 

F
o
x

女
史
の
書
信
が
引
、用
さ
れ
て
居
ろ
も
、
K
內
容
は 

前
ギ
異
國
の
土
ご
な
ら
し
女
史
の
兄Robert 

Barclay 

(
本
誌
三
月
號
拙
稿
九
八
廣
參
照)

に
對
す
るCiara 

M
i
l
l

の
悔
み
へ
の
返
事
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、此
處
に
は 

肖
略
す
るo(ibid., 

pp. 

3
0
2
,
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0
3
)

此
年
に
もM

m

に 

關
說
す
る
所
が
な
い
。
以
下
一
八
五
八
ハ
ル
迄
亦
然
り
。

1

A
五
九
年
十
一
ガ1

一
十
五
日
附
のElizabeth 

T

‘

0

1

鎭
苑
め
書
信
に
於
てF

o
x

女
史
は
日
く「

：
： 

.

.

..私
は
今John Stuart 

M
i
l
l

氏
の
恐
る
可
さ著

！
}!

:

部
.も
自
t
o論(

S Liberty, 

1
3
5
9
)

を
讀
破
中
で
す
が
、 

夫
れ
は
非
常
に
明
盼
で
あ
り
"
平

心

で

又

冷

静
 

ヤ
あ
ゎ
ま
す
。
卯
ち
氏
は
私
達
の
上
に
莫
大
な
る
本
分 

を

課

し

て

、

私

趣

を

充

分

に

矛

盾

に

陷

ら

し

‘め

る

を

共 

に
：ぐ
私
逮
の
最
も
大
事
1
す̂
る
> 

最
も
神
®
な
る
f

.

眞
理
の
面
前
に
常
に
反
*
.者
を
立
人
；ら
し
め
る
の
で

.

.

•
:
:

.
.

.
.

-

-

 

,

す
"
何
故
i

ム
ふ
に
®
令
失
等
の
眞
现
が
眞
に
猛
烈
な 

ふ
識
論
に
耐
へ
得
る
に
し
て
も
、
斯
の
如
さ
吟
味
が
な 

け
れ
ぱ
ノ
夫
等
の
眞
理
は
觅
も
す
れ
ぱ
空
虛V

J

な
，
み
"̂ 

又
無
價
値
と
な
ら
勝
ち
で
す
か
ら
.
氏
は
、
運
命
神
の
.
 

か
く
無
慈
悲
に
、
跋
達
を
看
破
す
る
の
で
す
。
私
は一

: 

庇
は
ふ
く
氏
を
知
&
ま
し
た
し
、
又
隨
分
と
敎
へ
ら
れ 

ま
し
た
。
併
し
巧
の
憐
心
な
き
論
法
は
、
其
時
ょ
ら
も 

0
か
に
進
ん
ヤ
は
居
な
い
で
.せ
ぅ
か
。
此
*
は
、
極
め 

て
傷
ま
し
き
數
語
の
中
に
氏
の
愛
動(

即

ちTaylor

夹
人)

の
追
億
に
題
寄(dedicate)

せ
ら
れ
て
居
ま
す
。 

今
や
氏
は
、

の
意
味
に
於
て
孤
獨
で
す
。
さ
ぅ
し 

て
氏
は
、
折
.々
其
冷
靜
な
の
に
.戰
懷
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん」

ざ 

力
.3211 
レ22

〕

，

又

同

年

十

二

月

二

十

三

白

，附

の

E. 

T. 

Carne 

®
宛 

の
書
信
中
に
女
史
は
、
附
言
す
ら

く

「

い

、
え

、

孤
は 

j
v
i
m

氏
マ」

同
見
で
は
あ
.
=ま̂
せ
ん
。
勿
論
私
は
/
私
の 

愚
說
の
或
點
が
鬼
に
角
修
正
さ
れ
れ
こ
ご
を
非
常
に
喜 

ぱ
ね
ぱ
な
b
ま
せ
ん
。
併

しM
i
l
l

氏
は
報
を
®
懷
さ 

セ
ま
す
。
何
放
な
ら
氏
の
遺
ロ
は
餘
り
に
鋭
く
、
又
释 

b
に素

！！

十
い
も
の
で
す
か
ら
。
社
會
生
活
の
た
め
の
心 

意
的
訓
練
に
對
す
る
氏
の
批
評
は
、
非
常
に
力
強
い
も

の
で
あ
る
を
想
ひ
ま
す
。
：

-
-

.次

にgill 

は
吾

が
英
國
に
於
て
個
性
が
次
鉱
^
'
-
に̂

消

え

失

せ

ジ

、
あ 

る
こ
ビ
を
、
非
常
に
欺
い
て
居
6
.ま
す
。
取
逮
は
虛
慎
，
 

や
妥
協(Falsehood 

or 

con^

ロro
m
i
s
e
)

ょ
り
も
奇55̂

 

(singularity)

を
恐
れ
ま
す
。
3
う
し
て
鬼
れ
は
、
氏

银
十
七
卷
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錄
カ
ロ
リ
ン

®
フ
オ
ク
ク
ス
女
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日
ン
•ス
チ
ュ
ァ
|

然
六
雖
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ン
，
フ
オ
タ
ク
ス
女
史
ジ
ョ
ン
®
ス
チユ
ア

，ト
。
ミ
；̂

镇
六
號 

！ 

ニ
ニ

の
荐
へ
でf

1

H
民
衰
退
の
不
吉
な
る
兆
候
ご
す
る
所 

で
す
。
ほ
に
云
は
せ
れ
ば
、
側
國
ぱ
此
道
程
に
於
て
英 

國
ょ
ヶ
も
進
か
に
前
進
し
て
居
り
i
す」

’；

J
。
(

g
d
.
, 

P, 

3
2
2
)右

を
以
て1

八
五
九
银
の
日
記
に
於
てM

U

に
關 

説
す
る
所
が
終
る
を
共
に
、
嚴
れ
がF

o
x
,

,女
史
の
‘遺 

稿
に
於
てM

i
l
l

に
關
説
し
た
所
の
最
後
で
あ
る
。以
f 

原

本

に

は

1 <

六0

平
五
月11.
ホ五

：！！.

乃
至一,:

八
七 

j 

 ̂,1 

.月

.五
日
の
日1

記
-かrlr̂

用
さ
れ
て
あ
る
も
，
，Mill 

に
'關
説
す
る
文
.句
は
，全
然
見
变
け
な
い
。

f
i
r
,

 

.

.
’
；

：
，
. 
，

以
.上
の
如
く
私
は
、Caroline 

F
o
x

女
史
の
遣
隨
中 

ょ

ら

John 

I

に
言
及
せ
な
所
を
細

大
池
ら
さ

す
 

S
介
し
た
。
其
結
果
私
の
，會
得
し
た
こ
ぶ
は
> 
女
ル
の 

鶴
を
通
じ
て
傅
へ
ら
仏
る
所
がMill,

の
前
半
生
、
詳
言 

す
れ
ぱ
大
體
，に
於

て「

自
叙
傅」

第
六
章
ま
で
の
縮
圓 

で
あ
る
ビ
謂
ふ
の
に
往
，る
。
唯
だ
彼
の
學
說
を
充
分
に

窺
ふ

の
出
來
ぬ
丈
け
が
遺
诚
で
あ
る
。
加
之
、
女 

史
の
遺
稿
は
、
專
ら
日
記
ょ
り
成
，る
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